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2026年4月1日 
学 校 長 様 
所 属 長 様 
学校図書館関係教職員様 

公益社団法人 日本図書館協会  
理事長 植松 貞夫 

日本図書館協会  学校図書館部会 
部会長 甫仮 久美子 

 
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
さて、日本図書館協会・学校図書館部会では第54回夏季研究集会(京都大会)を下記のとおり
開催いたします。 
つきましてはご多用の折とは存じますが、貴職下職員の参加につきまして、特段のご高配を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

記 
 
開催日：2026年8月2日(日)～3日(月)  
 
会 場：京都テルサ（京都府民総合交流プラザ） 東館２階 中会議室 

〒601-8047 京都市南区新町通九条下ル 
電話 075-692-3400 

 
主 催：公益社団法人 日本図書館協会 

   
後 援：京都府教育委員会 (申請中) 
        京都市教育委員会 
    京都府学校図書館協議会 (申請中) 
     
参加申込：会場またはWeb参加から選択し、参加申込フォームから申し込んで下さい。 
          申込フォームからの申込が難しい場合は、問い合わせ先にご連絡ください。 
     

  
《問い合わせ先》 
  神奈川県高等学校教育会館県民図書室 松本 美智子 
    〒220-8566 

 横浜市西区藤棚町2-197 
電話 045-231-2546 
E-mail  michikoandy@msn.com 
 

日本図書館協会 学校図書館部会 
第54回夏季研究集会 京都大会のご案内 
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日本図書館協会 学校図書館部会 
第54回夏季研究集会 京都大会開催要項 

 
 

1．主 題  学校図書館における学びと読書を考える 
 

２．趣 旨  
 読書は、探究的な学びの基礎となる力を育みます。文部科学省は、STEAM教育等の各教科横断的な学習を推進し
ていますが、事例を見るとプログラミング学習が目につき、また学校図書館が果たす役割についての言及がありませ
ん。 
 一方、文部科学省「図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議」の報告書案（2026 年 1 月公表）に、
「マンガの本の学校図書館への配架」が入りました。外国ではマンガが学校図書館にあることは当たり前なのに、日
本はそうなっていません。 
 改めて学校図書館における学びと読書について考えましょう。 
 

３．日程 

第１日 8月2日（日） 会場：京都テルサ（京都府民総合交流プラザ） 
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第２日 8月3日（月） 会場：京都テルサ（京都府民総合交流プラザ） 
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なお、今年も会場開催とWeb参加（ZOOMで配信予定）の2つの方法を併用して開催します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※報告集での個人情報の掲載に関して 

 夏季研究集会終了後に発行される報告集に、個人名、所属、発言などが掲載されることがありますので、ご了承

ください。これらにつき、不掲載を希望される場合は、お手数ですが、大会事務局までご連絡ください。 
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４．内容 
 
（１）講演  読書危機を乗り越える：北欧における新たな読書政策の展開 
                 筑波大学 図書館情報メディア系 教授 吉田右子 氏 
文化福祉政策の拠点として北欧の図書館は抜群の安定感を誇ってきたが、近年、図書館の要とも言える子ど
もたちの読書活動に関して危機感が高まっている。子どもたちの「読書危機」を個人の問題ではなく社会の問
題として解決していかなければならないと考えた図書館界は、現在、創作者、読書団体、出版社、書店と共にこ
の課題に取り組んでいる。家庭、教育施設、図書館で実際にどのような取り組みが展開されているのか、デンマ
ークとノルウェーに焦点を当てて見ていきたい。 
［講師紹介］ 図書館情報大学助手を経て、現在、筑波大学図書館情報メディア系教授。専門は公共図書館論。 
主な著作に『デンマークのにぎやかな公共図書館』（ 2010年）、『オランダ公共図書館の挑戦』（2018年）、『ラトヴィアの図書
館』（2024年）がある。 
 
（２）部会報告  学校図書館をめぐる状況 

              学校図書館部会幹事・部会選出理事 高橋 恵美子  氏 
文部科学省の動向、部会の取り組み等。 
 
（３）報告1  『複数校兼務学校司書としてできること、目指したいこと』 

大阪市立小中学校学校司書 須藤みか 氏 
小学校２校、中学校１校に週１日ずつ勤務して５年目。「学校図書館に親しみを感じてもらいたい」「学校司
書の存在感を示したい」「司書不在の日にも、子どもたちの“？”に応えられる場所に近づけたい」。そのために今、
何をすべきなのか。問い続けながら取り組んだ３年間の記録を『学校図書館 新米司書フントー記～がんばる
図書館への応援歌～』（少年写真新聞社）にまとめ昨年、出版しました。出版後も含め４年半の実践について報
告します。 
 
（４）報告２  「マンガ導入による学校図書館の変化について」 

兵庫県加西市立富田小学校長 高井 邦彰 氏 
 これまで図書館担当教諭を中心に、学校での読書活性化に向けたさまざまな取組を行ってきました。しかし、
令和4年度学校評価の「本が好きでよく読んでいる」への肯定的回答は、児童6割、保護者5割、教職員6割
にとどまりました。そこでPTA本部役員より、読書活性化のきっかけとして学校図書館へのマンガ導入の提案
がありました。約800冊の導入の経過と成果・課題、さらにその後のPTAによる「シン図書館」計画につい
て報告します。 
 
（５）報告３  かえつ有明中・高等学校と学校図書館の２０年 

かえつ有明中・高等学校司書教諭 金井 達亮 氏 
かえつ有明中・高等学校学校司書 眞田 章子 氏 

 かえつ有明中・高等学校では、多様なプロジェクト活動と丁寧な対話の実践が育まれています。本校の図書
館はそうした教育活動のなかに位置づけられることを大切にしてきました。報告では、教育活動が変化するな
かで、試行錯誤しながら先生たちと協働して歩んだ20年を紹介します。その上で、学校図書館司書／司書教諭
が先生たちとともに教育活動を創造することの意義について一緒に考えたいと思います。 
 
（６）報告4  『学校図書館施設設備基準 解説－「対話」から始める』出版報告 

ブックレット『学校図書館施設設備基準』編集担当幹事 佐藤 千春 氏 
中村 崇 氏 
長谷川 優子 氏 

 部会員の皆さんとともに作成した、学校図書館部会の「学校図書館施設設備基準」が、解説記事を加えてＪＬ
Ａブックレットになりました。この基準の作成経緯や基本的な考え方、解説記事の内容、ブックレット化の際
に行った取材のことなどを、簡単に報告します。 
 

（７）研究討議
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５．参加お申込み・参加形態と参加費のご案内 
○今年度は、会場参加とWeb参加（同時視聴、講演のみアーカイブ配信あり）の2つの参加方法を併用して開催
します。「参加申込フォーム」からどちらかを選択して、お申し込み下さい。 
○会場定員に限りがあるため、対面参加人数をお申込順に80名で限らせていただきます。定員以降のお申込みに
ついては、Web参加への変更をお願いすることがあります。 
○Web 参加の方には、開催1 週間前までに『接続手続き案内メール』を送付します。期間を過ぎてもメールがない
場合は、部会メールアドレス（gakutobukai@jla.or.jp）宛にお問い合わせください。 
○従来添付していた「払込取扱票」を同封していません。郵便貯金口座や他行の銀行口座からご送金下さい。「払込取
扱票」を使って払い込む場合は、郵便局備え付けの「払込取扱票」をご使用下さい。 
○ゆうちょ銀行の下記口座に、下の表を参照して該当する金額を払い込んで下さい。 
○会場参加の方には「領収書」を大会当日にお渡しいたします。 
 
  ゆうちょ銀行振替口座  口座番号 : 00960-9-276261  加入者名 : 夏季研究集会事務局 
  ゆうちょ銀行以外の金融機関からの振込   店名：〇九九店 預金種目：当座 口座番号：0276261 
 

 
※申込者名と口座名義が異なる場合は、払い込むときに申込者名を明記してください。 
※「参加申込フォーム」にご入力頂いた住所が、報告集の送付先となります。自宅か所属かが分かるように記入し、
所属の場合は（報告集がお手元に届くように）その名称・部署等もご記入下さい。 
* 報告集は年末頃の発行予定です。 
 

参加申込フォーム受付開始……2026年5月7日（木）12:00より 

申込（振込）締切日……………2026年7月21日（火）24:00 

 
 会計についてのお問合せも、この要項1ページ目の「問い合わせ先」までお願いします。 
参加申込フォームへは、学校図書館部会ホームページまたは上のQRコードからアクセスして下さい。 
 
○ 宿泊について……宿泊先の斡旋はいたしません。 
○ 食事について……昼食持参の方は、会場をご利用
下さい。なお、申し訳ありませんがゴミはお持ち帰り
下さい。 

○ 会場へのアクセス  
・JR 京都駅（八条口西口）より南へ徒歩約 15 分 
・近鉄東寺駅より東へ徒歩約 5 分 
・地下鉄九条駅 4 番出口より西へ徒歩約 5 分 
・市バス九条車庫南へすぐ 
・名神京都南インターより国道 1 号北行き 
市内方面へ 九条通を東へ、 九条新町交差点を南へ
（駐車場 180 台［有料］） 

参 加 形 式 振 込 金 額 記 号 

会場参加  会 員 2,000円（報告集代・送料含む） A 
非会員 2,500円（報告集代・送料含む） B 

Web参加（同時視聴が基本） 2,000円（報告集代・送料含む） C 
学 生 (1.会場or2.Webを明記) 1,000円（報告集代含まず） D1 or D2 
報告集のみ購入希望（送料含む）  1,000円 E 

参加申込フォームQRコード 


